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＜連絡事項＞

· 2月13日（月）・2月14日（火）課内研修があります。

内容：リスクマネージメント

　　　「事故報告・M－SHELL分析について」

　　時間：17：30～4Fユーティリィティー

· インフルエンザで休むスタッフも出てきています。各自体調管理をしっかりして下さい。

· リネン交換の際、破損している寝具がないかきちんと確認し、破損している場合は破損伝票を出しましょう。

· 本日の皮膚科診察　

黒澤　重子様　鶏眼　両足スピール膏の指示あり

他、変更ありません。

・峯田　満男様　　シンラック液処方となりました。

・長根　實様　　　肺炎の状態観察の為、胸部レントゲンと喀痰検査の指示ありました。

　　　　　　　　　後日実施します。

・野里　朝子様　　頚部に腫脹あり　本日内科診察にてしこりがないため様子観察の指示ありました。

　　　　　　　　　2/9に採血　結果至急で依頼します。

〈褥瘡の評価・検討〉

・北山　和子様　　左踵部の褥瘡乾燥しています。

・永洞　恭子様　　左下肢の褥瘡肉芽の形成良好、浸出液も少なくなってきています。

　　　　　　　　　ラップ療法継続。

・橋本　万様　　　仙骨部の褥瘡改善されていますが、白く厚い表皮の形成見られています。ラップ療法継続。

〈患者様のNCP評価・検討〉

· 久保田　トミエ様　

室内や衣類から尿臭あり、尿失禁がみられる。

尿意あり自分でもトイレに行かれていますが、その他にも失禁がある様子。

衣類の交換など薦めると不機嫌になり怒り出される。

　　P１－①尿意を確認しトイレに誘導する。

　　　　　②汚れた衣類は尿失禁には触れずに着替えてもらう。

　　　　　③トイレ誘導行っても失禁があるようなら、トレーニングパンツ等の使用を考えてみる。







































































































